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1 　次の各問いに答えなさい。

�　15÷3－7　を計算せよ。

�　－22＋52　を計算せよ。

�　（5 x＋2 y）－3（2 x＋y）　を計算せよ。

�　x 2  y×y 2÷2 x y　を計算せよ。

�　１次方程式　―x＋3＝ ―x＋4　を解け。

　

�　連立方程式 　　　　　　　　 を解け。
2 x－5 y＝9

5 x－2 y＝－9
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2 　次の各問いに答えなさい。

�　絶対値が4.3以下の整数は何個あるか。

�　�＝2（a＋b）を，aについて解け。

�　yは xに比例し，x＝3 のとき y＝－4 である。x＝－12 のときの yの値を求めよ。

�　右の図で，∠ xの大きさを求めよ。

�　２つの袋Ａ，Ｂがある。Ａには３枚の数字カード

１，２，３ が，Ｂには２枚の数字カード４，５ が

入っている。Ａ，Ｂの袋から１枚ずつカードを取り

出すとき，次の①，②に答えよ。

①　２枚とも偶数のカードである確率を求めよ。

②　Ｂから取り出したカードの数が，Ａから取り出したカードの数の倍数である確率を求めよ。
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3 　右の図で，四角形ABCDは長方形

で，A（1，4），B（1，2），C（5，2）であ

る。この長方形ABCDに，

　　直線�： y＝ x＋b が交わっていると

き，次の各問いに答えなさい。

�　点Ｄの座標を求めよ。

�　bの値の範囲を求めよ。

�　直線�が点Ｂを通るとき，直線�と辺ADとの交点の座標を求めよ。

�　直線�によって長方形ABCDは２つの部分に分けられる。点Ａをふくむ方の面積と，点Ｃを

ふくむ方の面積の比が４：５になるとき，bの値を求めよ。
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4 　右の図のように，線分ABを直径とする円Ｏの円周

上に点Ｃがあり，ACの延長上にAC＝CDとなる点Ｄ

をとる。ＢとＣ，ＢとＤをそれぞれ結び，BDと円Ｏ

との交点をＥとする。

　　　このとき，次の各問いに答えなさい。ただし，円周

率はπとする。

�　 ABC≡ DBCであることを，次のように証明

した。　①　，　②　には，あてはまる辺や角の記

号を答えよ。また，　③　には，あてはまる三角形

の合同条件を，あとの　　　の中から選び，記号で答えよ。

〔証明〕 ABCと DBCにおいて，

　　　  仮定から，AC＝　①　

　　　  　　　　　BC＝BC

　　　  半円の弧に対する円周角だから，

　　　　　　  ∠ACB＝∠　②　＝90°

　　　  よって，　　　 ③ 　　　がそれぞれ等しいから，

　　　　　　　 ABC≡ DBC

　　　　　　　　

　　　　　〈三角形の合同条件〉

　　　  　ア　３辺　　イ　２辺とその間の角　　ウ　１辺とその両端の角

�　AB＝８cm，∠BAC＝67.5°のとき，次の①，②に答えよ。

①　CE：EBを，最も簡単な整数の比で表せ。

②　図の影をつけた部分の面積を求めよ。
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5 　右の図のような，１辺が6cmの立方体

ABCD－EFGHがある。点Ｐ，Ｑ，Ｒは，

それぞれ辺BF，CG，DH上の点で，BP＝

2cm，CQ＝4cm，DR＝2cmである。

　　　これについて，次の各問いに答えなさ

い。

�　辺ABとねじれの位置にある辺は何本

あるか。

�　この立方体の表面積を求めよ。

�　この立方体を４点Ａ，Ｐ，Ｑ，Ｒを通る平面で切るとき，８点Ａ，Ｐ，Ｑ，Ｒ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，

Ｈを頂点とする立体の体積を求めよ。


